
２０２５年度天使大学後援会 第１回理事会 

 

１．日程 

（１）日時 ２０２５年７月３日（木）１４時００分 

（２）場所 ６号館１階 ６１０１講義室 

２．次第 

（１）挨拶 西尾久美子会長 

二宮信一学長 

（２）議案 審議第１号 ２０２５年度役員選出（案）について 

審議第２号 ２０２５年度後援会地区懇談会について 

審議第３号 ２０２５年度教育講演会について 

審議第４号 大学食堂に対する助成要望について 

報告第１号 各学科の学修・就職状況について 

報告第２号 学生生活について 

 

 



 

処理欄 ２０２５年７月３日 区 分 審議  報告  意見  第 １ 号 

後援会理事会提案書 

提 出 年 月 日 ２０２５年６月２６日 

提 案 者 氏 名 西尾 久美子  

 

提案分類 
審議事項   報告事項 

意見聴取事項 
添付資料  有（ １ ）点 ・ 無 

提案事項  ２０２５年度役員選出（案）について  

 

２０２５年度の後援会役員については、天使大学後援会会則第６条第１項に基づき

、別紙のとおりとしたく、審議願います。 

 

 



2025年度第 1回後援会理事会 審議第 1号議案資料 

 

２０２５年度後援会役員（案） 

 

役職 氏名 所属等 

顧問 二宮 信一 天使大学学長 

会長 西尾 久美子 天使女子短期大学卒業生（栄養科 18回生） 

副会長 三上 美鈴 天使女子短期大学卒業生（衛生看護科 35回生） 

理事 

澁谷 恵子 天使女子短期大学卒業生（衛生看護科 26回生） 

乗松 奈穂美 天使女子短期大学卒業生（衛生看護科 34回生） 

菅井 このみ 天使女子短期大学卒業生（栄養科 39回生） 

西増 真美 看護学科保護者代表(4年次) 

髙橋 朋子 栄養学科保護者代表(4年次) 

大橋 みちる 看護学科保護者代表(3年次) 

遠藤 文子 栄養学科保護者代表(3年次) 

猫塚 紀夫 看護学科保護者代表(2年次) 

本多 早良子 栄養学科保護者代表(2年次) 

清水 百合子 看護学科保護者代表(1年次) 

大和田 睦 栄養学科保護者代表(1年次) 

大野 和美 看護学科長 

中川 幸恵 栄養学科長 

川口 雄一 教養教育科長 

清水 真理 学生部長 

鈴木 純子 就職委員長 

草野 知美 看護学科支援教員代表 

金澤 康子 栄養学科支援教員代表 

監事 
佐藤 そのみ 天使女子短期大学卒業生（衛生看護科 33回生） 

窪田 公香 天使女子短期大学卒業生（栄養科 38回生） 

参与 沢  禮子 天使厚生短期大学卒業生(厚生科 4回生) 

 

事務局 

岩間 久哉 天使大学事務局長 

豊島 利昭 天使大学総務課長 

高山 美香 天使大学財務課長 

渡邉 泰央 天使大学学務課長補佐 

堀切 俊介 天使大学総務課主幹 

 



 

処理欄 ２０２５年７月３日 区 分 審議  報告  意見  第 ２ 号 

後援会理事会提案書 

提 出 年 月 日 ２０２５年６月２６日 

提 案 者 氏 名 西尾 久美子  

 

提案分類 
審議事項   報告事項 

意見聴取事項 
添付資料  有（   ）点 ・ 無 

提案事項  ２０２５年度後援会地区懇談会について  

 

２０２５年度の後援会地区懇談会を、下記のとおり開催したく、審議願います。 

開催にあたり、札幌地区懇談会については札幌地区の保護者のみとせず、全地区か

ら受け入れることとします。 

出欠については、後援会会報と会報郵送時に同封する案内文書にＱＲコードを掲載

し、Ｇｏｏｇｌｅフォームへ回答していただくことで、確認する予定です。 

 

記 

 

【苫小牧地区懇談会】 

１．日 時  ２０２５年１１月１日（土）１３時００分～ 

２．会 場  グランドホテルニュー王子 

       〒０５３－００２２ 苫小牧市表町４－３－１ 

       ＪＲ苫小牧駅より徒歩５分 

３．次 第  １３：００～１４：００ 全体説明会 

１４：１０～１５：００ 個別面談 

 

【札幌地区懇談会】 

１．日 時  ２０２５年１１月１５日（土）１３時００分～ 

２．会 場  天使大学 

３．次 第  １３：００～１４：００ 全体説明会 

１４：１０～１５：３０ 個別面談 

 

以上 

 

 



 

処理欄 ２０２５年７月３日 区 分 審議  報告  意見  第 ３ 号 

後援会理事会提案書 

提出年月日 ２０２５年６月２６日 

提案者氏名  西尾 久美子  

 

提案分類 
審議事項   報告事項 

意見聴取事項 
添付資料  有（  ）点 ・ 無 

提案事項  ２０２５年度天使大学教育講演会について  

 

標記について、教育講演会ワーキンググループで検討した結果、下記のとおり教育

講演会を開催したく、審議願います。 

出欠については、後援会会報と会報郵送時に同封する案内文書にＱＲコードを掲載

し、Ｇｏｏｇｌｅフォームへ回答していただくことで、確認する予定です。 

 

記 

 

日 時： ２０２５年１０月５日(日)１４：００～１６：００ 

会 場： 天使大学２号館３階 ２３０３講義室（予定） 

演 題： 「対話と生きる力～心の豊かさを求めて～」（予定） 

講 師： 精神科医、筑波大学名誉教授 斎藤 環 先生 

その他： 対面形式のみで実施 

 

【講師紹介】 

斎藤 環 （さいとう たまき）氏 

筑波大学医学研究科博士課程修了 

つくばダイアローグハウス院長、精神科医 

筑波大学名誉教授 

旭川市いじめ問題再調査委員会委員（２０２２年１２月～２０２４年９月） 

 

専門は思春期・青年期の精神病理学。「ひきこもり」の治療・支援に取り組む。 

著書に「社会的ひきこもり」など多数。 

 



 

 

処理欄 ２０２５年７月３日 区 分 審議  報告  意見  第 ４ 号 

後 援 会 提 案 書 

提 出 年 月 日 ２０２５年６月２６日 

部・委員会等名 学生委員会 

提 案 者 氏 名 清水 真理 

 

提案分類 
審議事項    報告事項 

意見聴取事項 
添付資料  有（  ２  ）点 ・ 無 

提案事項 大学食堂に対する助成要望について 

本学における食堂は業者委託により行われており、これまで、大学食堂委託契約書第１条※

に基づき、良質で廉価かつ衛生的な食の提供を目的として実施して参りました。しかし、メ

ニュー価格について、今般の農産物の仕入れ価格の高騰や最低賃金の改定に伴う人件費支出

増加により委託業者の努力のみでは難しいところまで迫っている状況であることから、値上

げの申し入れに応じることになりました。以上の事由により、２０２５年７月１日より現行

価格から概ね２０円から３０円程度値上がりすることとなりました。しかし、学生もまた今

般の急激な物価高の影響を受けつつあることから、学生への生活支援のひとつとして学食を

改定前のメニュー価格で利用できるようご支援をお願い申し上げます。 

 

※第１条（目的）：大学の学生及び教職員に良質で廉価かつ衛生的な飲食物を提供する 

  

１ 目的 

 物価高の影響を受けている学生が、食堂を価格改定前の価格で利用できるようにし、学

生の食に関する経済的負担を軽減させるため。 

 

 ２ 学生への食支援のための助成要望額  ７５０，０００円 

 

 ３ ２の助成要望額の算出根拠 

   メニュー価格の値上げを１食３０円とし、２０２４年度の総食数および総営業日数、マ

リアホールやラウンジの増席に伴う食数増加見込みを考慮した。 

   ２０２４年度 総食数：１７，４９２食 合計営業日数：２１４日 

   この場合、約８１．７４食／日となるが、見込で１１０食／日とする。１年間の営業日

数は見込で２２０日とする。 

    ⇒ ３０円 × １１０食／日 × ２２０日 ＝ ７２６，０００円 

                          ⇒ ７５０，０００円 

以上 

 

 



 

 

 

昨今の食材費高騰などの理由からお食事代の値上げをさせていただく運びとなりました。 

変更は 2025 年 7 月 1 日（火）からとなります。お客様にはご迷惑おかけいたしますが、

今後もよりよいサービスを提供していけるよう努力してまいりますので宜しくお願い致し

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、営業時間につきましても 11：00～14：00 までとなります。16：00 までの軽食販

売は終了致しますのでご了承ください。 

 

○お問い合わせ先 魚国総本社天使大学食堂 

商品名 現状価格 新価格

プレートランチ 420 450

カレーライス 360 380

日替わりラーメン 360 390

そば・うどん 250 290

トッピング 100 120

ミニランチ 300 350

ランチ・ラーメン大盛 80 90

うどん・そば大盛 60 70

カレールー 100 120

汁物 50 60

サイドディッシュ 100 120

サラダ 120 140

ライス 100 110

やきそば 360 380

たこやき 200 240

ピラフ 380 400

からあげ 180 200

フライドポテト 150 160

ナポリタン 360 380

チャーハン 380 400

イベントランチ ― 600



大学食堂に対する助成方法について 

 

１ 助成時期 

  ２０２５年９月から 

 

２ 助成方法 

  券売機について、「学生用ボタン」を新設し、改定価格前の金額に設定する。委託業者

に確認したところ、学生の喫食数が多いのは、「プレートランチ」と「カレーライス」、「ラ

ーメン」、「そば」、「うどん」の５つであるため、この５つのメニューに限定して券売機に

「学生用ボタン」を新設する。 

  委託業者に毎月末集計をしていただき、ある程度まとまった分で後援会に請求し、後援

会は委託業者に支払う。（クラブ活動等助成と同様の方法） 

 

３ 備考 

 ・ 上記波線部について、委託業者から３ヶ月ごとの入金であれば一時的に助成分を受け

持つことができるとのこと。 

 ・ 助成の対象は学部生のみになるため、学生証で学部生がどうかを食堂の調理員が確認

をする。教職員と大学院生は、通常価格の食券を購入していただき利用していただく。 

 

以 上 



2024年度　天使大学看護栄養学部・大学院 就職・進学状況

2025年5月1日現在

◆卒業者・修了者数並びに就職者数・進学者数

人数(名) 割合 人数(名) 割合 人数(名) 割合 人数(名) 割合 人数(名) 割合 人数(名) 割合

96 100.0% 93 100.0% 9 100.0% 1 100.0% 1 100.0% 20 100.0%

就職者数 70 72.9% 88 94.6% 9 100.0% 0 0.0% 1 100.0% 20 100.0%

進学者数 23 24.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

就職を希望しない者の数 3 3.1% 5 5.4% 0 0.0% 1 100.0% 0 0.0% 0 0.0%

未決定者数 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

70/70 100.0% 88/88 100.0% 9/9 100.0% 0/0 0.0% 1/1 100.0% 20/20 100.0%

人数(名) 割合 人数(名) 割合 人数(名) 割合 人数(名) 割合 人数(名) 割合 人数(名) 割合

51 72.9% 49 55.7% 3 33.3% 0 0.0% 1 0.0% 7 35.0%

5 7.1% 15 17.0% 6 66.7% 0 0.0% 0 0.0% 5 25.0%

14 20.0% 24 27.3% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 8 40.0%

70 100.0% 88 100.0% 9 100.0% 0 0.0% 1 100.0% 20 100.0%

◆就職者の職種別内訳

人数(名) 割合 人数(名) 割合 人数(名) 割合 人数(名) 割合 人数(名) 割合 人数(名) 割合

69 98.6% 0 0.0% 1 11.1% 0 0.0% 0 0.0% 1 5.0%

0 0.0% 0 0.0% 8 88.9% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 19 95.0%

0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 1 100.0% 0 0.0%

0 0.0% 63 71.6% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

1 1.4% 25 28.4% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

70 100.0% 88 100.0% 9 100.0% 0 0.0% 1 100.0% 20 100.0%

※看護学科の上記以外は看護助手で勤務

◆進学者の進学先内訳

人数(名) 割合 人数(名) 割合 人数(名) 割合 人数(名) 割合 人数(名) 割合 人数(名) 割合

23 100.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

23 100.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

◆留学者数：該当ありません

看護栄養学部 大学院看護栄養学研究科 大学院助産研究科

看護学科 栄養学科 看護学専攻
栄養管理学専攻

（博士前期課程）
栄養管理学専攻

（博士後期課程）
助産専攻

卒業者数・修了者数

内訳

就職決定率（就職者数/希望者数）

◆就職者の地域別内訳

看護栄養学部 大学院看護栄養学研究科 大学院助産研究科

看護学科 栄養学科 看護学専攻
栄養管理学専攻

（博士前期課程）
栄養管理学専攻

（博士後期課程）
助産専攻

札幌市内

道内（札幌市内含まず）

道外

計

看護栄養学部 大学院看護栄養学研究科 大学院助産研究科

看護学科 栄養学科 看護学専攻
栄養管理学専攻

（博士前期課程）
栄養管理学専攻

（博士後期課程）
助産専攻

栄養学科 看護学専攻
栄養管理学専攻

（博士前期課程）
栄養管理学専攻

（博士後期課程）

看護師

保健師

助産師

大学・短大教員

管理栄養士・栄養士・栄養教諭・食品衛生監視員

上記以外

助産専攻

大学院・大学専攻科

専修学校・外国の学校等

計

計

看護栄養学部 大学院看護栄養学研究科 大学院助産研究科

看護学科

天使大学・天使大学大学院



 2025年度第1回後援会理事会　報告第1号議案資料

報告第１号　各学科の学修状況について（栄養学科） 2025.7.3

栄養1年 栄養2年 栄養3年 栄養４年

在籍数（男子学生） 88名（3名） 67名（1名） 95名（1名） 90名（3名）

教職課程履修者数 16名 13名 14名 15名

合唱コンクール

クラス別に発表したが、残念
ながら両クラスとも受賞は叶
わなかった。

AB合同チームで参加し、同窓
会賞を受賞した。

多忙な中、少人数（８名）で
はあったが合唱コンクールに
向けて練習を重ね、見事優勝
した。

天使祭

クラスの模擬店は、A組は
チョコバナナ、B組はクルン
ジ（クロワッサンを平たくつ
ぶして焼いたスイーツ）を販
売した。サークルの活動や葦
の会の活動にも積極的に取り
組んでいた。

サークルで出店するなど、活
発に参加する姿があった。地
域住民向け栄養ブースのとり
まとめを2年生の男子学生が
担い、頑張っていた。

1回目の臨地実習期間や就職
活動と重なっている学生も多
く、サークル等に所属してい
る学生が一部参加したのみで
あった。

学生面談

前期、後期各1回ずつ予定し
ており、前期の面談は5月中
に終了した。

全体として，大学やアルバイ
トなど学生生活を楽しんでい
る様子である。欠席が多い学
生、体調に不安がある学生に
対しては支援担当教員が様子
を聞き助言し、科目責任者と
連携するなどしている。

全員対象の面談は、前期後期
1回ずつの計２回実施してお
り、前期は6月に終了してい
る。後期は12月実施予定の模
試の結果を踏まえて1月に実
施する予定である。また、適
宜学業や進路等に関する個別
面談も行っている。

今年度初回の面談は、4～5月
に実施した。2回目以降は、
計6回予定されている国家試
験模試返却時、必要に応じて
実施予定である。

臨地実習

3年次の学修は専門科目が主
となる。医療や福祉の制度、
栄養管理や栄養教育の実際、
展開食の作成等の学修を進め
ている。また、後期の臨地実
習に向けて、マナー講座の受
講や自主課題の検討といった
事前準備も行われている。

1回目の臨地実習期間（５月
下旬～6月中旬）がつい先日
終了した．期間中は札幌市保
健センターや市内の小学校で
複数の学生が現場での実習を
とおして学びを深めた．8-9
月には、2回目の臨地実習期
間を控えており道内保健所・
保育園・病院で複数の学生が
実習を予定している。

その他

今年度より入試種別総合型選
抜による学生が入学。
6月末現在、１名が体調不良
により、1名が進路再考のた
め長期欠席中。

授業のグループワークでは協
力して取り組む様子がみられ
る。

国家試験の勉強や就職活動の
準備を始めている学生がいる
一方で、欠席が多い学生や課
題の未提出者などが見られる
ことから、個別に面談・指導
を行っている。

卒業を間近に控えた学年であ
り、上記学修と並行して就職
活動・国家試験の勉強等と多
くの学生が忙しい日々を送っ
ている。
そのため、困りごと等が生じ
た際は支援教員はじめ教職員
が随時相談・サポートできる
体制を整備している。
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天使大学後援会会則 

 

第１章 総則 

 

 （名称） 

第１条 本会は、天使大学後援会と称する。 

 （目的） 

第２条 本会は、天使大学（以下「大学」という。）の教育事業を後援し、その発展に協力するこ

とを目的とする。 

 （事務局） 

第３条 本会の事務局を天使大学内に置く。 

 

第２章 事業 

 

 （事業） 

第４条 本会は、第２条の目的を達するため次の事業を行う。 

(1) 大学の教育活動に対する協力 

(2) 大学の教育研究及び施設の整備に対する協力 

(3) 学生の福利厚生及び課外活動等に対する協力 

(4) 学生の保護者又は連帯保証人との教育指導上の連絡 

(5) その他、本会の目的達成上必要と認める事業 

 

第３章 組織 

 

 （会員） 

第５条 本会は、次の会員をもって組織する。 

(1) 第１種会員とは、大学の在学生の保護者又は連帯保証人をいう。 

 (2) 第２種会員とは、大学に勤務する教職員をいう。 

(3) 第３種会員とは、本会の目的に賛同する地域住民、同窓生、卒業生の保護者または企業・

団体等をいう。 

 

第４章 役員・顧問及び参与 

 

 （役員の種類・員数及び選出） 

第６条 本会には、次の役員を置き、役員は、会員の中から理事会において選出する。 

(1) 会長 １名 

(2) 副会長 若干名 

(3) 監事 ２名 

(4) 理事 ２０名以内 
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２ 理事のうち、８名以内は大学の教職員に委嘱する。 

 （役員の職務） 

第７条 会長は、会務を掌理し、本会を代表する。 

２ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるときは、あらかじめ会長の定める順序により、

その職務を代理する。 

３ 理事は、会務の企画及び執行をつかさどる。 

４ 監事は、会計を監査し、かつ総会及び理事会に出席し、意見を述べることができる。 

 （役員の任期） 

第８条 役員の任期は、４年とする。ただし、再任は妨げない。 

２ 前項ただし書きの規定により再任された場合の任期は、４年とし、再任は１回限りとする。 

３ 役員に欠員が生じた場合は、本規程により後任を選出するものとし、後任者の任期は前任者

の残任期間とする。 

４ 役員は、任期が満了した場合においても、次期役員が選任されるまでは引き続きその職務を

行う。 

 （顧問及び参与） 

第９条 本会に、顧問及び参与を置くことができる。 

２ 顧問は、次の各号により会長が委嘱する。ただし、第２号の顧問の委嘱については、総会の

同意を得るものとする。 

(1) 大学学長 

(2) 本会に功労のあった人 

３ 参与は、本会の運営上必要な場合、会長が理事会の同意を得て委嘱することができる。 

４ 顧問及び参与は、総会並びに理事会に出席し、会長の求めにより意見を述べることができる。

ただし、議決権は有しない。 

 

第５章 会議 

 

 （総会） 

第１０条 総会は、定期総会及び臨時総会とする。 

２ 定期総会は、毎年４月に開催し、予算、決算及びその他重要事項を審議する。 

３ 臨時総会は、会長が特に必要と認めたとき、理事会の議決に基づき開催する。 

４ 総会の議長は、総会において選出する。 

５ 総会の議事は、出席者の過半数以上の賛成をもって決する。 

 （理事会） 

第１１条 理事会は、会長・副会長及び理事をもって構成する。 

２ 理事会は、会長が必要と認めたとき招集し開催する。 

３ 理事会は、構成員の過半数以上の出席をもって成立する。 

４ 理事会の議長は、会長があたる。 

５ 理事会の議事は、出席者の過半数以上の賛成をもって決する。 

 

第６章 会計 
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 （経費） 

第１２条 本会の運営に必要な経費は、会費・寄付金・預金利子及びその他の収入をもって充て

る。 

 （会費） 

第１３条 本会の会費は、次の各号に定めるとおりとする。 

 (1) 第１種会員：年額２０，０００円 

 (2) 第２種会員：月額１，０００円 

 (3) 第３種会員：一口１０，０００円 

 （会計年度） 

第１４条 本会の会計年度は、毎年４月１日に始まり、翌年３月３１日に終わる。 

 

   第７章 庶務 

 

 （庶務） 

第１５条 本会の事務を処理するため、事務局員を若干名置き、大学教職員の中から学長の推薦

により会長が委嘱する。 

 

   第８章 雑則 

 

 （改廃） 

第１６条 本会則の改廃は、理事会の議を経て会長が行う。 

 

附 則 

この会則は、平成１２年４月８日より実施する。 
附 則 

この会則は、２０２４年４月１日から施行する。 
 



２０２５年度 天使大学後援会事業計画 

天使大学後援会は、積極的な後援会活動を広い分野にわたって展開し、天使大学における教

育・研究活動及び、課外活動等を支援することを目的として助成するために、以下の活動を

計画します。 

 

１．後援会の運営 

 （１）総会、理事会 

   ① 総会 ２０２５年４月２日（水） 

   ② 第１回理事会 ２０２５年６月開催予定 

   ③ 第２回理事会 ２０２６年３月開催予定 

 （２）天使大学後援会会報の発行 

    ボランティア活動、クラブ活動、天使祭への助成を受けた学生からの活動報告や、

教育講演会、地区懇談会の開催報告、後援会が行う事業について報告する手段として

年２回発行している。 

 

２．学生関連助成 

 ２０２４年度と同様、天使祭の事業運営、学生のクラブ・ボランティア活動、親睦ゼミ（１

年次生）・修養会（２～４年次生）等を支援することを目的として助成する。 

 また、大学の図書購入は専門書が中心となっており、学生の要望する図書の購入が十分と

は言えない状況にあるため、前年度と同様に学生が希望する図書あるいは一般教養に関す

る図書の購入費を助成する。 

 また、卒業生へ卒業記念品を贈呈する。 

 

３．奨学金助成 

 ２０２４年度と同様に、経済的に修学が困難で優秀な学生を支援するために、天使大学給

付奨学金として３，２００，０００円、学業成績優秀者奨励金として３００，０００円を助

成する。 

 

４．地区懇談会助成 

 ２０２５年度は、札幌地区と苫小牧地区の計２回の開催を計画する。 

 

５．教育講演会助成 

 後援会会員や地域住民を対象に生涯学習・社会教育の一環として、天使大学が企画する教

育講演会に助成する。 



６．花壇整備助成 

 天使大学キャンパス内の花壇整備へ助成する。 

 

７．周年事業費積立金 

 天使大学が校舎等を新増設する際に、備品等の一部を助成することを目的に、１，０００，

０００円の積立を計画する。 
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